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考案者から生徒に
諏理大の講義

諏訪地方の手織りの歴史などを学ぶ集中

局義で八ヶ岳総合博物館を訪れ機織り
を体験した公立諏訪東京理科大の学生㊨

も
の
づ
く
り
の
精
神
伝
え
る

江
戸
時
代
の
諏
訪
地
方
で
発
展
し
た
手

織
り
の
歴
史
や
同
技
法
を
基
に
表
計
算
ソ

フ
ト
を
用
い
て
柄
の
表
現
力
を
高
め
た

「
八
つ
縄
文
織
り
」
に
関
す
る
公
立
諏
訪

東
京
理
科
大
学
（
茅
野
市
）
の
講
義
の
講

師
が
今
年
度
、
考
案
者
の
高
木
義
一
朗
さ

ん
（
乃
）
＝
諏
訪
市
＝
か
ら
高
木
さ
ん
の
生

徒
の
北
原
ま
す
み
さ
ん
＝
富
士
見
町
＝
に

北
原
さ
ん
は
高
木
さ
ん
の
下
で

「
八
つ
縄
文
織
り
」
を
学
び
今
年

で
1
2
年
目
。
同
大
で
行
う
集
中
講

義
「
文
化
と
芸
術
A
」
は
数
年
前

ん
た
ち
に
伝
え
る
役
を
担
う
こ
と

に
な
っ
た
が
、
聖
人
で
は
で
き
な

い
。
高
木
さ
ん
の
下
で
学
ん
で
い
る

皆
さ
ん
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
諏
訪

の
も
の
づ
く
り
の
倭
運
を
劇
る
上

引
き
継
が
れ
た
。
明
治
時
代
に
岡
谷
市
を
中
心
に
大
き

く
発
展
し
た
製
糸
業
よ
り
も
前
に
、
諏
訪
地
方
で
盛
ん

だ
っ
た
繊
維
業
と
も
の
づ
く
り
の
精
神
を
学
生
た
ち
に

伝
え
て
い
る
。

（
野
村
知
秀
）

か
ら
高
木
さ
ん
が
講
師
を
務
め
て

き
た
が
、
年
齢
な
ど
の
た
め
元
小

中
学
校
教
点
の
北
原
さ
ん
に
講
座

を
託
し
た
。

今
年
度
前
期
日
程
で
同
講
義
を

受
講
し
た
学
生
は
1
5
人
。
昼
前
か

ら
夕
方
ま
で
続
く
集
中
的
な
講
義

で
、
今
月
1
日
に
始
ま
り
、
1
5
日

に
最
終
回
を
迎
え
た
。

1
5
日
は
大
学
近
く
に
あ
る
市
八

ヶ
岳
総
合
博
物
館
で
機
織
り
や
手

織
り
の
歴
史
、
諏
訪
地
域
で
発
展

し
た
織
り
の
技
法
な
ど
に
つ
い
て

瑠
解
を
深
め
た
。
機
織
り
を
体
験

し
た
学
生
も
お
り
、
同
館
職
員
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
体
験
し
た
後

藤
景
斗
さ
ん
（
2
0
）
は
「
時
代
と
と

も
に
機
織
り
の
技
術
革
新
の
過
程

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
織
り
機

の
作
業
ス
ペ
ー
ス
の
狭
さ
か
ら
当

時
の
日
本
人
女
性
の
体
格
も
感
じ

ら
れ
た
」
と
話
し
た
。

北
原
さ
ん
は
「
高
木
さ
ん
が
取

り
組
ま
れ
て
き
た
こ
と
を
学
生
さ


